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三菱ガス化学株式会社
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本日の出席者本日の出席者

取締役社長取締役社長 小髙　英紀小髙　英紀

畑畑 仁仁

喜嶋　安彦喜嶋　安彦
取締役取締役

専務執行役員専務執行役員

上松上松 正次正次
取締役取締役

専務執行役員専務執行役員

執行役員執行役員
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本日本日の進行次第・配付資料の進行次第・配付資料

11．２００６．２００６ 年度年度 中間決算中間決算

およびおよび 業績予想業績予想

22．質疑応答．質疑応答

進行次第進行次第 配付資料配付資料

・説明スライド・説明スライド コピーコピー

・・決算説明会参考資料決算説明会参考資料

・・ MGC CORPORATEMGC CORPORATE
DATA BOOK 2006DATA BOOK 2006

・・ 20062006年度年度 中間決算中間決算短信短信

・・ ニュース・クリッピング集ニュース・クリッピング集

・・ アンケート用紙アンケート用紙

・・ 封筒封筒
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連結連結 20062006年度中間実績年度中間実績

増減率増減率

48.8%48.8%

44.6%44.6%

42.2%42.2%

62.3%62.3%

26.5%26.5%

11.9%11.9%

9191204204295295税前利益税前利益

40406464103103持分法利益持分法利益

4242157157198198営業利益営業利益

2462462,0702,0702,3162,316売上高売上高

7272148148221221中間純利益中間純利益

8787206206294294経常利益経常利益

増減増減
0505年度年度

上期上期

0606年度年度

上期上期

単体売上高は前年同期比単体売上高は前年同期比
＋＋180180億円（数量要因億円（数量要因9999億円、億円、
単価要因単価要因8181億円）。億円）。

販売数量は全般に堅調。販売数量は全般に堅調。

原燃料価格が高騰するも、原燃料価格が高騰するも、
販売数量増加、労務費他の販売数量増加、労務費他の
固定費減により営業増益。固定費減により営業増益。

連結子会社は概ね好調。連結子会社は概ね好調。

持分法利益はﾒﾀﾉｰﾙ会社の持分法利益はﾒﾀﾉｰﾙ会社の
好調と、三菱ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞﾌﾟﾗ好調と、三菱ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞﾌﾟﾗ
ｽﾁｯｸｽがﾀｲｽﾁｯｸｽがﾀｲPCPC生産会社の配生産会社の配
当収入を計上したことにより増当収入を計上したことにより増
益。益。

【【億円】億円】

増減率増減率増減増減
0505年度末年度末

（（`06.3.31`06.3.31））

0606年度年度

上期末上期末

5,6455,645

1,6181,618

4.5%4.5%

▲▲1.3%1.3%▲▲21211,5971,597有利子負債有利子負債

2522525,8975,897総資産総資産
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連結連結 20062006年度中間実績年度中間実績（セグメント別）（セグメント別）

【【億円】億円】

増減率増減率

002222その他その他

▲▲ 228866その他その他

59.2%59.2%

49.0%49.0%

11.5%11.5%

▲▲62.5%62.5%

23.1%23.1%

12.7%12.7%

5.7%5.7%

12.1%12.1%

▲▲ 222211消去または全社消去または全社

252553537878機能化学品機能化学品

3535614614649649芳香族化学品芳香族化学品
7171589589659659天然ガス系化学品天然ガス系化学品

2462462,0702,0702,3162,316売上高売上高

▲▲ 44▲▲ 4747▲▲ 5050消去または全社消去または全社

5858308308367367特殊機能材特殊機能材
8888597597685685機能化学品機能化学品

▲▲ 151524241010天然ガス系化学品天然ガス系化学品
4242157157198198営業利益営業利益

303049497979特殊機能材特殊機能材

3326262828芳香族化学品芳香族化学品

増減増減
0505年度年度

中間実績中間実績
0606年度年度

中間実績中間実績
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天然ガス系化学品天然ガス系化学品 実績と予想実績と予想

下期下期 予想予想

天然ｶﾞｽ・ｴﾈﾙｷﾞｰ販売天然ｶﾞｽ・ｴﾈﾙｷﾞｰ販売

ｺｴﾝｻﾞｲﾑｺｴﾝｻﾞｲﾑQQ1010増設ﾌﾟﾗﾝﾄは増設ﾌﾟﾗﾝﾄは1010月より商業運転に月より商業運転に
移行も、販売価格回復は見込めず、通期で減益。移行も、販売価格回復は見込めず、通期で減益。

ｺｴﾝｻﾞｲﾑｺｴﾝｻﾞｲﾑQQ10 10 は新規参入および各ﾒｰｶｰの増産は新規参入および各ﾒｰｶｰの増産
時期が重なり、販売価格が大幅下落。前年同期時期が重なり、販売価格が大幅下落。前年同期
比減収減益。比減収減益。

酵素・補酵素類酵素・補酵素類

ﾒﾀﾉｰﾙ･ｱﾝﾓﾆｱ系化学品ﾒﾀﾉｰﾙ･ｱﾝﾓﾆｱ系化学品

ﾒﾀﾉｰﾙﾒﾀﾉｰﾙ

定修等の影響の解消、ﾒﾀﾉｰﾙ高騰分の価格転定修等の影響の解消、ﾒﾀﾉｰﾙ高騰分の価格転
嫁により改善するも、探鉱費を営業費用に計上嫁により改善するも、探鉱費を営業費用に計上
するため、営業利益は上期並み。するため、営業利益は上期並み。

全般に需要堅調。原料価格上昇に伴い、販売全般に需要堅調。原料価格上昇に伴い、販売
価格を是正。しかし、一部製品の採算悪化や定価格を是正。しかし、一部製品の採算悪化や定
期修繕等の影響で前年同期比減益。期修繕等の影響で前年同期比減益。

原油高継続で堅調。原油高継続で堅調。

国内価格も一段と高騰。期初想定価格を大きく国内価格も一段と高騰。期初想定価格を大きく
上回り、持分法利益は前年比大幅増加。上回り、持分法利益は前年比大幅増加。

原油価格の高騰で好調。原油価格の高騰で好調。

前期に引続き高値継続。海外ﾒﾀﾉｰﾙ会社の持前期に引続き高値継続。海外ﾒﾀﾉｰﾙ会社の持
分法利益は前年同期を上回る。分法利益は前年同期を上回る。

659 789

589 656

0 500 1,000 1,500

24 29

0 50 100 150 200

16

売上高売上高
（億円）（億円）

営業利益営業利益
（億円）（億円）

上期上期 実績実績

0505
年度年度

0606
年度年度

0505
年度年度

0606
年度年度

上上 1010

上上 下下

上上 下下 下下

上上 下下
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天然ガス系化学品天然ガス系化学品 メタノール価格の推移メタノール価格の推移
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20052005年夏、市況高騰年夏、市況高騰
を受け中国国内生産を受け中国国内生産
が増加。市況は一時が増加。市況は一時
軟化。軟化。

20062006年年55--88月、月、
各地でﾌﾟﾗﾝﾄ各地でﾌﾟﾗﾝﾄ
ﾄﾗﾌﾞﾙ多発ﾄﾗﾌﾞﾙ多発

20062006年年88月末月末
AMPCOAMPCO、、MHTLMHTLのの
ﾌｫｰｽﾌｫｰｽ ﾏｼﾞｭｰﾙ宣言をﾏｼﾞｭｰﾙ宣言を
受け、市況暴騰受け、市況暴騰

欧米ﾌﾟﾗﾝﾄが相次いで生産停止欧米ﾌﾟﾗﾝﾄが相次いで生産停止

((US$/MT)US$/MT)

メタノール市況：メタノール市況：11--66月月((実績実績))　　280280--300300＄＄//MTMT、、77--1212月月((想定想定))　　350350--370370＄＄//MTMT

市場の沈静化には今期末までかかる。市場の沈静化には今期末までかかる。

海外メタノール生産会社の持分法利益は、前期比大幅増加。海外メタノール生産会社の持分法利益は、前期比大幅増加。
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天然ガス系化学品天然ガス系化学品 トピックストピックス

●● アクリル系シート製造販売会社アクリル系シート製造販売会社 日本アクリエースの出資比率引き上げ（日本アクリエースの出資比率引き上げ（06/906/9））

MMAMMA事業川下展開強化の一環として実施事業川下展開強化の一環として実施

●● コエンザイムコエンザイムQQ1010 増設プラント増設プラント 4040ｔｔ//ｙｙ 完工、商業運転へ（完工、商業運転へ（06/1006/10））

水溶性水溶性QQ1010や高吸収性や高吸収性QQ1010も展開も展開

●● 菱天（南京）精細化工有限公司にて第一期建設に着工（菱天（南京）精細化工有限公司にて第一期建設に着工（06/406/4））

DMF 40,000DMF 40,000ｔｔ//ｙｙ およびおよび DMAC 10,000DMAC 10,000ｔｔ//ｙ、ｙ、20072007年末の稼働を目指す年末の稼働を目指す

●● ネオペンチルグリコールの生産能力増強を計画（ネオペンチルグリコールの生産能力増強を計画（0707中頃　実施）中頃　実施）

中国を中心に粉体塗料向けの需要が拡大。中国を中心に粉体塗料向けの需要が拡大。35,00035,000t/yt/yからから45,00045,000t/yt/y体制へ。体制へ。

●● 新規ポリオール製品新規ポリオール製品SPGSPG、、DOGDOGの併産装置建設を決定（の併産装置建設を決定（08/208/2　商業運転）　商業運転）

主な用途主な用途 ：： SPGSPGは酸化防止剤、は酸化防止剤、DOGDOGは電子・光学材料向けは電子・光学材料向けUVUV硬化型樹脂材料硬化型樹脂材料

●● 海外メタノール新増設計画の進捗状況海外メタノール新増設計画の進捗状況

サウジアラビアサウジアラビア ：： 建設中。建設中。20082008年年11QQ完工予定完工予定

ベネズエラ、ブルネイベネズエラ、ブルネイ ：： 建設に向けた最終段階。建設に向けた最終段階。20092009年完工予定年完工予定

中国（重慶）中国（重慶） ：： FSFS実施中実施中
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芳香族化学品芳香族化学品 実績と予想実績と予想

649 713

614 688

0 500 1,000 1,500

28 29

26 31

0 50 100 150 200

特殊芳香族化学品特殊芳香族化学品

汎用化学品汎用化学品

値上げを進め、採算の維持・改善に努める。値上げを進め、採算の維持・改善に努める。ﾒﾀｷｼﾚﾝｼﾞｱﾐﾝ、ﾒﾀｷｼﾚﾝｼﾞｱﾐﾝ、MXMXﾅｲﾛﾝを中心に販売数量増ﾅｲﾛﾝを中心に販売数量増
加も、原料価格高騰の影響が大きく、減益。加も、原料価格高騰の影響が大きく、減益。

AGICAGICはﾌﾙ生産を継続。通期、大幅増収増益。はﾌﾙ生産を継続。通期、大幅増収増益。

原料ｷｼﾚﾝ価格は軟化するものの、採算は上原料ｷｼﾚﾝ価格は軟化するものの、採算は上
期の基調を継続。期の基調を継続。

AGICAGICは高純度ｲｿﾌﾀﾙ酸が世界的に需給ﾀｲﾄで、は高純度ｲｿﾌﾀﾙ酸が世界的に需給ﾀｲﾄで、
原料高騰も、前年同期比で大幅増収増益。原料高騰も、前年同期比で大幅増収増益。

原料ｷｼﾚﾝは高騰したが、ﾊﾟﾗｷｼﾚﾝ、ｵﾙｿｷｼﾚﾝ、原料ｷｼﾚﾝは高騰したが、ﾊﾟﾗｷｼﾚﾝ、ｵﾙｿｷｼﾚﾝ、
無水ﾌﾀﾙ酸の外販数量減少により、売上高は前無水ﾌﾀﾙ酸の外販数量減少により、売上高は前
年並み。副生するﾍﾞﾝｾﾞﾝの市況が原料ｷｼﾚﾝほ年並み。副生するﾍﾞﾝｾﾞﾝの市況が原料ｷｼﾚﾝほ
ど上昇せず、減益。ど上昇せず、減益。

売上高売上高
（億円）（億円）

営業利益営業利益
（億円）（億円）

下期下期 予想予想上期上期 実績実績

0505
年度年度

0606
年度年度

0505
年度年度

0606
年度年度

上上 下下

上上 下下

上上 下下

上上 下下
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芳香族化学品芳香族化学品 トピックストピックス

●● メタキシレンジアミン製造装置の建設着工（メタキシレンジアミン製造装置の建設着工（06/806/8））

20072007年秋年秋 商業運転開始を予定。新潟工場とあわせ商業運転開始を予定。新潟工場とあわせ 50,00050,000ｔｔ//ｙ体制へｙ体制へ

●● AGICAGICにて、高純度イソフタル酸製造装置の増設を計画にて、高純度イソフタル酸製造装置の増設を計画

●● 高耐熱透明ポリイミドフィルム「ネオプリム」製造設備の新設を決定（高耐熱透明ポリイミドフィルム「ネオプリム」製造設備の新設を決定（07/607/6　完工）　完工）

電子デバイス向け透明電極基板向けに展開電子デバイス向け透明電極基板向けに展開

●● 新日本石油とのキシレン合弁がスタート（新日本石油とのキシレン合弁がスタート（06/406/4））

07/407/4からはパラキシレンの外販より撤退し、メタキシレン系事業に特化からはパラキシレンの外販より撤退し、メタキシレン系事業に特化
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機能化学品機能化学品 実績と予想実績と予想

685 691

597 653

0 500 1,000 1,500

78 92

53 83

0 50 100 150 200

ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞﾌﾟﾗｽﾁｯｸｽｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞﾌﾟﾗｽﾁｯｸｽ

電子工業薬品電子工業薬品

工業用無機薬品工業用無機薬品

需要好調で、引続き販売数量の増加を見込む。需要好調で、引続き販売数量の増加を見込む。半導体・半導体・PWBPWB・・液晶全ての分野で好調。特に大液晶全ての分野で好調。特に大
手半導体・液晶ﾒｰｶｰ向け手半導体・液晶ﾒｰｶｰ向けELMELMｸﾘｰﾝが大きく数ｸﾘｰﾝが大きく数
量を伸ばす。量を伸ばす。

原料の原料のBPABPA、、ﾒﾀﾉｰﾙなどの原材料価格の動向ﾒﾀﾉｰﾙなどの原材料価格の動向
が懸念材料だが、需要はが懸念材料だが、需要はPCPC、、POMPOM、、PCPCｼｰﾄ・ﾌｨｼｰﾄ・ﾌｨ
ﾙﾑとも引続き好調。ﾙﾑとも引続き好調。

需要は上期の基調を継続。通期で前年並みの需要は上期の基調を継続。通期で前年並みの
利益を確保。利益を確保。

PCPCは価格軟化も、電気電子・自動車用途を中は価格軟化も、電気電子・自動車用途を中
心に数量は堅調。心に数量は堅調。POMPOM、、PCPCｼｰﾄ･ﾌｨﾙﾑは需要好ｼｰﾄ･ﾌｨﾙﾑは需要好
調で数量増加調で数量増加。。MEPMEPははﾀｲのﾀｲのPCPC生産会社から配生産会社から配
当収入があり、増益。当収入があり、増益。

過酸化水素は紙ﾊﾟ・工業薬品用途とも販売数過酸化水素は紙ﾊﾟ・工業薬品用途とも販売数
量増加。ﾚﾝｽﾞﾓﾉﾏｰも販売数量増加。量増加。ﾚﾝｽﾞﾓﾉﾏｰも販売数量増加。

売上高売上高
（億円）（億円）

営業利益営業利益
（億円）（億円）

下期下期 予想予想上期上期 実績実績

上上 下下

上上 下下 上上 下下

上上 下下0505
年度年度

0606
年度年度

0505
年度年度

0606
年度年度
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機能化学品機能化学品 トピックストピックス

●● MGCMGCフィルシート大阪工場にてフィルシート大阪工場にてPC PC ハードコートシートの生産能力増強を決定ハードコートシートの生産能力増強を決定

（（07/6 07/6 商業運転）商業運転）

携帯電話、デジタルカメラ、ゲーム機、カーナビゲーションシステム等の携帯電話、デジタルカメラ、ゲーム機、カーナビゲーションシステム等のLCDLCDカバーシートとしてカバーシートとして

需要が拡大需要が拡大

●● ArFArF対応フォトレジストモノマー向けアダマンタン誘導体の製造設備対応フォトレジストモノマー向けアダマンタン誘導体の製造設備5050t/yt/yが竣工（が竣工（06/706/7））

アダマンタン誘導体を中心とした複数のモノマーを生産アダマンタン誘導体を中心とした複数のモノマーを生産

●● 低誘電性樹脂オリゴ低誘電性樹脂オリゴ フェニレンフェニレン エーテル（エーテル（OPEOPE））の製造設備の製造設備300300t/yt/yが竣工（が竣工（06/706/7））

主な用途主な用途 ：： 高周波対応・高速通信用プリント配線板用材料等高周波対応・高速通信用プリント配線板用材料等

●● 歯科用漂白材「ピレーネ歯科用漂白材「ピレーネ®®」」を販売開始（を販売開始（06/1106/11））

過酸化水素の応用技術を活かして開発した、安全かつ効果の高い歯科用漂白材過酸化水素の応用技術を活かして開発した、安全かつ効果の高い歯科用漂白材

●● POMPOM生産能力増強を実施予定（生産能力増強を実施予定（0707））

タイポリアセタール社において、タイポリアセタール社において、5.55.5万ｔ万ｔ//ｙｙ ⇒⇒ 6.06.0万ｔ万ｔ//ｙｙ

●● PCPC生産能力増強を実施（生産能力増強を実施（06/606/6））

鹿島工場鹿島工場1010万ｔ万ｔ//ｙｙ ⇒⇒ 1111万ｔ万ｔ//ｙ、タイポリカーボネート社ｙ、タイポリカーボネート社1414万ｔ万ｔ//ｙｙ ⇒⇒ 1616万ｔ万ｔ//ｙ、ｙ、

当社ブランド当社ブランド ユーピロン生産能力は合計ユーピロン生産能力は合計2727万ｔ万ｔ//ｙへｙへ
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特殊機能材特殊機能材 実績と予想実績と予想

367 347

308 376

0 500 1,000 1,500

79 58

49 86

0 50 100 150 200

ｴｰｼﾞﾚｽﾀｲの増強設備がｴｰｼﾞﾚｽﾀｲの増強設備が1010月より稼働開始。月より稼働開始。
更なる改善を見込む。更なる改善を見込む。

脱酸素剤脱酸素剤

電子材料電子材料

　　

主力の食品向けで競争が激化したものの、非主力の食品向けで競争が激化したものの、非
食品向けの販売数量増加で前年同期比改善。食品向けの販売数量増加で前年同期比改善。

77月に打出した価格是正が浸透。上期後半よ月に打出した価格是正が浸透。上期後半よ
り始まったり始まったBTBT材の在庫調整は年内継続、年明材の在庫調整は年内継続、年明
け以降、緩やかに改善。け以降、緩やかに改善。LELEｼｰﾄと高性能ｴﾎﾟｷｼｰﾄと高性能ｴﾎﾟｷ
ｼ材は引続き堅調。ｼ材は引続き堅調。

ﾌﾟﾘﾝﾄ配線板用材料は銅箔等、原材料価格がﾌﾟﾘﾝﾄ配線板用材料は銅箔等、原材料価格が
高騰したものの、半導体ﾊﾟｯｹｰｼﾞ向け高騰したものの、半導体ﾊﾟｯｹｰｼﾞ向けBTBT材が上材が上
期前半は受注好調で大幅な増収増益。期前半は受注好調で大幅な増収増益。LELEｼｰﾄｼｰﾄ
と高性能ｴﾎﾟｷｼ材も好調。と高性能ｴﾎﾟｷｼ材も好調。

売上高売上高
（億円）（億円）

営業利益営業利益
（億円）（億円）

下期下期 予想予想上期上期 実績実績

上上 下下

上上 下下

上上 下下

上上 下下

0505
年度年度

0606
年度年度

0505
年度年度

0606
年度年度
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特殊機能材特殊機能材

●● エレクトロテクノにて銅張積層板の生産能力増強エレクトロテクノにて銅張積層板の生産能力増強 7070万⇒万⇒100100万万mm22//月月を決定を決定

（（0808初頭初頭 商業運転）商業運転）

●● エージレス（タイ）社にて増強設備が稼働開始（エージレス（タイ）社にて増強設備が稼働開始（06/1006/10））

トピックストピックス

* * ’’0000年上期の販売面積を年上期の販売面積を100100とした指数とした指数
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'00 '00 '01 '01 '02 '02 '03 '03 '04 '04 '05 '05 '06 '06

BT系材料販売数量（面積）

電子材料売上高

上上 下（想定）下（想定）上上上上上上上上上上 上上

電子材料売上高電子材料売上高 およびおよび BTBT材料販売数量の推移材料販売数量の推移
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連結連結 20052005年度通期業績予想年度通期業績予想

【【億円】億円】

103103441441544544税引前利益税引前利益

5656151151207207持分法利益持分法利益

00390390390390営業利益営業利益

4024024,3984,3984,8004,800売上高売上高

8181329329410410当期純利益当期純利益

5656504504560560経常利益経常利益

増減増減
0505年度年度

通期実績通期実績

0606年度年度

通期予想通期予想
全般に堅調な事業環境が継続。全般に堅調な事業環境が継続。

原燃料価格の更なる高騰・原燃料価格の更なる高騰・ 高高
止まりの影響が懸念される。止まりの影響が懸念される。

会計方針変更に伴う営業利益会計方針変更に伴う営業利益
への影響は、探鉱費要因への影響は、探鉱費要因 ▲▲1414億億
円、出向労務費要因円、出向労務費要因+16+16億円。億円。

配当金は中間・期末とも６配当金は中間・期末とも６..０円。０円。
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お問い合わせ先お問い合わせ先

三菱ガス化学株式会社

広報ＩＲ部（佐藤、輿石）

ＴＥＬ　０３－３２８３－５０４１

ＦＡＸ　０３－３２８７－０８３３

http://www.mgc.co.jp/
E-mail: infoir@mgc.co.jp

＜見通しに関する注意事項＞＜見通しに関する注意事項＞

　当資料に記載されている内容は、いくつかの前提に基づいたものであり、将来の計画数　当資料に記載されている内容は、いくつかの前提に基づいたものであり、将来の計画数
値や施策の実現を確約したり保証したりするものではありません。値や施策の実現を確約したり保証したりするものではありません。
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１．連結 ２００６年度上期末 貸借対照表（対 前年度末実績） （単位：億円）

2006年度 2005年度

上期末 期末

＜資産の部＞

流動資産 2,610 2,423 188 7.7%

  現金・預金 334 294 40 13.7%

  受取手形・売掛金 1,440 1,286 154 12.0% ◇ 増加理由：売上高の増加など

  有価証券 73 124 △ 51 △40.8%

  棚卸資産 595 555 39 7.1%

  その他 168 164 5 2.8%

固定資産 3,286 3,222 64 2.0%

  有形固定資産 1,533 1,482 51 3.4%

  無形固定資産 30 33 △ 2 △7.5%

  投資等 1,723 1,707 16 0.9%

資産合計 5,897 5,645 252 4.5%

＜負債の部＞

  支払手形・買掛金 967 875 92 10.5%

  有利子負債 1,597 1,618 △ 21 △1.3%

  その他負債 581 559 22 3.9%

負債合計 3,145 3,051 93 3.1%

＜純資産の部＞

株主資本 2,470 2,278 191 8.4%

  資本金･資本剰余金 775 775 0 0.0%

  利益剰余金 1,735 1,543 192 12.4% ◇ 増加理由：中間純利益 221億円

  自己株式 △ 41 △ 40 △ 1 1.3%

評価換算差額等 196 234 △ 38 △16.2%

  その他有価証券評価差額金 225 260 △ 35 △13.3%

  繰越ヘッジ損金 1 - 1 -

  土地再評価差額金 2 2 0 0

  為替換算調整勘定 △ 32 △ 28 △ 4 15.8%

少数株主持分 87 81 5 6.4%

純資産合計 2,752 2,593 159 6.1% ◇ 純資産比率 当上期末46.7％ （0.7ポイント上昇）

負債・純資産合計 5,897 5,645 252 4.5%

増減 増減率 メ  モ
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２．連結キャッシュフロー （単位：億円）

現金・現金同等物 期首残高 119    
◇ 税前利益 295億円、持分法利益 △103億円、減価償却費91億円

    運転資金 △88億円、法人税等支払 △89億円

◇ 設備資金 △96億円、投融資資金等30億円

◇ 借入金･社債増減 △37億円、配当金支払 △29億円。

  現金・現金同等物に係る換算差異 △ 4    

現金・現金同等物 純増減額 12    

連結追加･減少による期首増減 9    ◇ 合併による現金・現金同等物増加

現金・現金同等物 期末残高 139    

増減 メ  モ （２００６年度上期の主な内訳）

-

58    

287    

257    

5    

△ 30    

  財務活動によるＣＦ △ 31    △ 36    

  投資活動によるＣＦ △ 59    △ 7    △ 66

  営業活動によるＣＦ 55    

2005年度

上期末

2006年度

上期末

406

9

396

113

△ 66

1

△ 18
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３．各種指標推移（連結） （単位：億円）
06年度 増減 増減率

実績・予想 03→04 04→05 05→06 03→04 04→05 05→06
設備投資額 186 175 380 61 △ 11 205 48.7% △5.9% 117.1%
（うち上期） 72 71 147 △ 3 △ 1 76 △4.1% △1.7% 107.0%

減価償却費 194 188 200 △ 1 △ 6 12 △0.5% △3.2% 6.4%
（うち上期） 96 90 91 △ 2 △ 6 1 △1.7% △6.4% 1.1%

研究開発費 107 107 113 2 0 6 1.9% 0.0% 5.6%
（うち上期） 55 53 58 0 △ 2 5 0.0% △3.6% 9.4%

人員
（年度末時点） 4,426人 4,466人 4,508人 △111人 +40人 +42人 △2.4% 0.9% 0.9%

06年度 増減
予想 03→04 04→05 05→06

一株当り
当期利益

ＲＯＡ
(総資産経常利益率）

ＲＯＥ
(株主資本経常利益率)

配当額 6.0円 10.0円 12.0円 2.0円 4.0円 2.0円
（うち上期） 2.5円 4.0円 6.0円 2.5円 1.5円 2.0円

４．経営環境
2004年度 2005年度 2006年度

１～６月 ７～12月 １～６月 ７～12月 １～６月（実） ７～12月（予）

メタノール市況
（US＄/ＭＴ） 220～240 240～260 270～290 250～270 280～300 350～370

2004年度 2005年度 2006年度 メ  モ
上期 下期 上期 下期 上期（実績） 下期（予想）

原料キシレン
公示価格（円/kg） 59 67 69 83 99 109  
ビスフェノールA 1,100 1,900 1,200 1,000 1,200 1,600

（US＄/MT） ～1,900 ～2,200 ～2,000 ～1,300 ～1,600 ～1,700 主要平均CIF価格
ポリカーボネート 2,000 2,500 3,200 3,000 2,900 2,900

（US＄/MT） ～2,400 ～3,200 ～3,300 ～3,300 ～3,100 ～3,100 日本からの輸出通関統計数値（FOB価格ベース）
為替

（円/US＄） 110 105 110 117 110 115

2000年度 2001年度 2002年度 2003年度 2004年度 2005年度 2006年度
上期 下期 上期 下期 上期 下期 上期 下期 上期 下期 上期 下期 上期（実績） 下期（予想）

電子材料
売上高の推移 100 76 48 51 53 53 64 74 87 73 89 111 114 99

BT系材料
販売数量の推移 100 65 47 63 66 72 90 109 134 109 131 166 166 128

    * 2000年度上期を100とした場合の指数表示

50.4円

19.7%

7.8%

22.2%

9.5%

71.0円 88.7円

9.7%

21.0%

27.5円 20.6円 17.7円

0.2pts

△1.2pts2.5pts

1.7pts3.8pts

8.6pts

04年度 05年度

04年度 05年度 メタノール国際市況　(US$/MT)
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５．単体 ２００６年度 セグメント別 上期実績・通期業績予想（対前年度実績） （単位：億円）

2006年度 2005年度 増減

(ｳﾁ価格要因)

(ｳﾁ数量要因)

（81）

（99）

（28）

（35）

（50）

（▲55）

（▲4）

（76）

（6）

（43）

（-）

（▲1）

▲ 33 ▲ 60

101 215

1 ▲ 5

134 275

35 80

132 280

0 ▲ 12

97 200

497 1,017

278 532

459 1,046

464 1,002

22 68  当期純利益 79 147

25 75

法人税、住民税及び事業税
法人税等調整額

▲ 29 ▲ 53 ▲ 3 ▲ 7

  税引前当期純利益 109 200

23 22

  特別損益 ▲ 1 ▲ 58 2 53

  経常利益 110 258

7 ▲ 22

  営業外損益 19 36 16 44

  営業利益 90 222

50 24

その他・消去 1 1 ▲ 1 ▲ 13

特殊機能材 229 508

▲ 5 11

機能化学品 425 923 72 94

芳香族化学品 469 991

180 320

天然ガス系化学品 395 842 63 204

  売上高 1,518 3,2651,698 3,585

メ  モ
上期実績 通期実績 上期比較 通期比較上期実績 通期予想




